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制
閥
的
…
綴
後
一
品
問
問
削
刊
ド
品
十
い
い
材
中
際
的
、
A
V
m
哨
鞠
五
十
セ
都
府
胤
第
一
時
間
余
計
卒
業

開
ザ
一
総
淡
路
城
山
悦
と
線
市
計
約
制
悦
的
総
…
紛
争
問
明
和
紙
十
L

官
年
波
+
閉
鎖
剛
院
滋
療
機
検

分
均
約
総
合
、
伝
月
二
目
か
ら
い
札
汀
…
…
一
事
機
特
訓
刷
会
齢
制
事
務

ト
一
局
ま
で
に
府
内
殺
す
る
も
の
で
す
。
A
'
制
帽
和
波
小
七
年
綾
瀬
本
柏
崎
渡
郡
桝
酎
官
珊
柑

争
恥
財
産
の
酌
期
待
に
つ
い
て
市
民
体
育
事
議
終
酎
刷
会
計
手
書
再

録
制
川
地
と
し
て
、
古
戸
地
光
、
約
二
万
骨
昭
和
蕊
十
七
草
皮
策
公
共
下
水
滋
事

平
方
い
い
の
土
地
を
約
三
億
六

T
万
円
で
業
特
別
金
計
予
算

取
得
す
る
も
の
で
す
a

争
昭
和
五
十
七
年
度
議
事
曹
関
γ
涜
浄
化
事

業
特
到
会
計
予
葬

+
緩
和
五
十
七
年
度
惣
水
道
官
事
笠
宮
計

予
捧一時
刊
早
出
札
的
存
子
殺
に
つ
い
て
は
‘
一

山
側
、
持
制
年
波
u
h
s

片
時
め
ん
ら
ま
し
し
お
よ

ぴ
、
…
一
総
合
一
wuw
〈
だ
き
い
ぷ

争
問
削
吻
時
榔
開
批
職
務
蹴
削
榔
骨
世
紙
袋
醐
慰
金
融
明
滅
的

潮
時
後
に
つ
い
て
綴
淑
食
綴
必
繍
務
伐

袋
路
余
震
災
仁
、
山
付
録
件
治
氏
か
再
刊

さ
れ
ま
し
た
。

LU
凸
締
持
治
氏
山
則
的
関
ト
一
年

λη

一
一
i
訂
日
生
ま
れ
、
布
依
一
一
訂
一
一
心

新
年
度
予
算
な
ど
口
議
案
可
決

市
民
体
育
館
用
地
を
取
得
ー
ー
ー

制4
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コミュニティづくりを考える

給
制
来
十
七
年
第
一
関
山
正
例
会
川
川
、
一
一
一
向
月
一
一
間
関
ぷ
機
会
さ
れ
、

一
十
蕊
悶
ま
で
の
一
一
+
阪
総
開
聞
の
会
抑
制
で
臨
間
後
さ
れ
ま
し
た
鈴

今
問
問
、
市
長
か
ら
鍵
山
山
さ
れ
た
議
必
需
拡
+
人
件
、
与
の
う
ち
、

市
議
会
的
議
員
の
報
酬
等
に
間
関
す
る
条
例
的
…
怒
改
正
後
が
訴
判
決

さ
れ
た
ほ
か
は
、
新
年
度
予
算
案
を
辻
じ
め
と
す
る
十
七
議
祭
が
、

す
べ
て
原
案
の
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
時
決
寄
れ
た
議
議
は
、
次
的
と
お
り
で
す
a

+
世
巾
特
別
殺
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
湾
総
を
、
五
千
五
資
問
円
か
ら
ん
ハ
千
二
%

の
総
幽
閉
お
よ
び
燃
側
m
舟
償
ね
燃
す
る
条
五

f
mに
山
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
ゅ

制
聞
の
…
総
輸
波
紋
情
刑
事
憾
な
考
殺
し
、
畠
宝
曲
川
網
開
醐
民
掛
略
構
精
油
開
倹
級
品
慨
制
問
的
一
織
改

非
品
師
同
制
線
路
的
叫
泌
的
政
務
砂
防
る
も
波
紋
所
得
議
に
対
す
る
間
関
係
絞
め
滅

の

で

す

付

泌

総

絞

と

し

ザ

、

機

開

防

総

省

均

等

制

制

対

争
市
一
社
会
教
樹
同
指
導
一
員
設
震
に
開
削
す
る
と
品
脱
却
弔
問
割
前
十
等
割
舶
の
紋
だ
を
抗
日
う
も

条
例
的
一
部
改
正
婦
人
大
学
的
問
同
議
め
で
す
。

に
聞
け
い
、
社
会
教
育
指
摘
帯
質
的
宏
教
を
、
争
中
市
消
滑
跡
的
園
出
員
の
定
員
、
怪
施
、
絵
革
、

六
人
か
ら
八
人
に
増
員
す
る
も
の
で
す
n

開
服
務
等
仁
熊
す
る
串
間
関
の
一
部
改
誕

骨
市
心
身
棒
害
児
童
福
投
手
当
支
給
条
縫
済
事
情
を
考
慮
し
、
閉
山
員
等
的
処
遇

加
問
等
由
一
部
改
定
心
身
滋
害
泡
窓
口
掃
の
役
中
習
を
閉
山
る
も
の
で
す
。

設
や
お
叫
ね
た
き
り
名
人
扶
養
選
滋
栓
争
古
市
道
世
曲
線
的
変
誕
に
つ
い
て
時
司
祭

器
治
、
百
泡
盛
成
時
体
事
官
翁
縦
品
弘
子
当
問
予
波
地
内
的
滋
絡
を
悌
乱
獲
す
る
と
と
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
〆
i

建

設

に

む

け

て

天
王
会
議
筏
壱
奄
デ
ル
ケ
i
え
れ
ば
司
コ
ミ

f
rア
ィ
セ
ン
タ
i
N
M慰

と

し

て

に

縮

問

臓

が

あ

る

だ

け

内

総

設

に

な

っ

て

三
月
十
六
E
号
の
勺
広
報
あ
び
こ
一
し
ま
い
ま
す
。

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
コ

ま
ず
、
対
話
集
会
か
ら

ユ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、
ハ
佳
臼
目
的
皆
さ
ん

が
‘
A
お
ら
め
チ
で
築
き
ふ
め
げ
て
い
〈
も
そ
ニ
で
、
ま
ず
、
地
堆
の
皆
さ
ん
と

の
で
あ
る
と
い
う
ご
と
争
犠
間
的
仁
、
前
「
守
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
コ
ミ
三
一

は
こ
れ
を
綴
婦
か
ら
お
チ
一
郎
い
し
た
い
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ん
を
チ
i
?
に
、
対
話

議
会
世
間
問
機
し
た
い
と
忍
い
ま
す
務

ニ
め
絡
会
は
、
衡
が
考
え
て
い
る
沼

対話集会にご参加を

の
波
紋
に

時
暗
殺
寸
る
判
例
泌
を
々
え
て
い
ま
す
c

ヲ
ミ
ュ
一
一
テ
ず
と
ン
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ー
は
‘
ゴ

不
一
一
一
プ
ィ
っ
く
り
を
目
ざ
す
さ
ま
京
ま

な
活
動
的
終
点
と
な
る
よ
‘
フ
設
議
す
る

も
の
で
す
。

し
か
し
、
あ
ら
か
じ
め
ど
う
い
ゥ
た

治
ぬ
が
援
問
附
さ
れ
る
の
か
を
与
え
な
け

J'、
除
隊
約
機
M
A
C
え
が
専
え
て
い
る
ニ

と
伊
平
肢
に
お
し
て
い
た
万
事
、
絞
殺

す
る
た
め
め
も
め
で
ず
U

ニ
の
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会
に
参
加
す
る
の
に
専
門
的

な
知
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は
必
婆
と
し
ま
せ
ん
。
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二

ニ
テ
ィ
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多
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も
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崎
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の
あ
る
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ご
出
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待
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し
て
お
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務
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削
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の
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法
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的

々
に
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ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヘ
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孫
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、
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山
、
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阿
紛
J

一
出
掛
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問
、
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端
、
州
市
埼
、
青
山
、
青
一

一
山
似
合
一
i
開
門
天
王
台
一
i
点
、
一

一
束
我
孫
子

τ一
一
、
下
ケ
戸
、
問
一

F

発

一

戸

、

間

発

戸

新

田

~

V
跨
時
忍
び
会
場
集
会
は
一
+
回
一
行
い
削

ま
す
v

一
一
閉
山
と
も
悶
ヒ
内
寄
で
行
い
ま
附

す
の
で
‘
陀
留
さ
ん
め
都
合
的
よ
い
日
時
附

的
会
場
へ
お
銭
'
い
く
だ
さ
い
。
附

$
綴
…
…
剖
州
問
問
月
一
一

f
凶
門
口
〈

k
)
午

刷

後
一
…
一
時
か
ら
b

拘
州
問
悌
子
中
山
問

時

十

M

M

体

宵

附

附

附

*
務
φ

脇
山
側
月
ん
十
h
日
(
日
〕
や
榊

師
団
一
時
か
ら
吻
我
M
m
f第
糊

叩
一
一
小
学
校
体
育
終

v
m
問
い
合
わ
せ
企
樹
捕
時
金
一
側
同
開

E
(
出
)
一
一
一
一
内
線
一
一
一
一

耐
仰
の
既
存
滋
絡
を
一
滋
長
す
る
も

め
で
す
ω

+
問
和
広
十
六
都
殿
様
一
品
融
会
絞
繍
時
蕊

予
算
〈
柑
聞
紙
特
〉
問
附
祁
双
十
六
卒
後

的
歳
入
歳

m
f鮮
の
給
開
制
か
‘
旬
、
数
人

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
俊
一
一
子
公
鋭
化
ト
ス

万
四
千
円
を
減
総
守
る
も
の
寸
す
u

+
+
m
常
動
的
特
別
織
の
毅
与
盤
曹
に
燃
す

る
条
例
お
よ
び
・
帯
教
育
委
覧
会
勤
職
安
義

的
給
与
等
に
慌
す
る
条
例
的
一
却
語
放
亙

統
的
総
勢
や
也
市
と
の
均
構
を
考
慮

し
、
給
料
的
制
を
改
A
会
9

る
も
め
で
す
、

+
世
m
税
縁
側
お
よ
び
治
相
脚
衛
計
鐙
判
明
車
部

市民

V
問
中
心
礼
子
チ
〈
総
紙
約
制
見
掛
鳳
繁
一
戦
線
〉

W
小
林
h
H
λ
γ

〈
判
削
訂
飢
制
抑
制
見
欲
求
総
然
〉

V州開口
γ
持一止

ef数
柑
内
接
民
会
労
務
局
)

V
潟
間
態
甲
均
(
総
務
部
謀
総
深

)
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月
一
一
日
死
亡
山
一
時
鞘

新
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あ
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ま
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天
王
ム
口
駅
北
陣
地
反
め
総
ω脱
獄
…
川
小
川
真
内
議
求
に
つ
い
て
は
、

絡
め
た
め
の
一
一
叫
ま
た
は
山
下
町
安
制
民
家
い
い
汽
nn
災
邦
子
市
青
一
市
第
一
以
サ
に
J
リ、

つ
い
て
、
二
め
た
ぴ
、
市
議
会
て
務
淡
そ
め
て
ん
末
在
公
表
い
た
し
ま
し
た
日

し
た
総
然
、
次
内
と
お
り
決
定
さ
れ
ま

V
実
施
附
陣
織
、
…
綴
町
名
お
よ
び
新
町
界

し
た
ε

別
問
闘
の
と
わ
叫
ワ

な
お
、
字
的
変
政
策
に
対
す
る
会
問
見

V
実
施
呂
附
川
町
和
五
十
令
部
八
バ
二
円

総
務
子
市
密
示
第
一
五
号

段
鳳
明
後
…
…
私
に
燃
す
る
法
律
(
昭

和
二
一
十
い
い
年
糸
線
級
二
九
号
)

第
五
条
の
二
第
二
劇
的
総
殺
に
よ

る
塗
一
史
m
U

請
求
に
係
る
で
ん
求
に

い
て

リ
匂
投
~
社
的
拭
料
品
目
的
確
保
に
努
め
ま
し
湾
総
L
、
生
議
決
殺
の
安
佐
化
を
汲
め
、

開
明
和
五
十
七
年
度
予
擦
が
、
…
一
一
汚
{
え
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
絞
会
計
ペ
ニ
れ
に
よ
り
、
殺
…
組
四
時
設
事
業
費
祭
お
餓
友
達
授
を
M

凶
ウ
て
い
き
ま

採
は
批
判
明
様
子
談
前
南
北
土
後
俊
一
俄
然
巡
察
業
費
以
庁
、
特
別
会
計
か
ら
一
機
会

q
F品
以
内
一
下
一
一
。
じ
ま
ぶ
す
む

日
い
詩
れ
れ
即
日
ト
ペ
吋

f
u
u
lい
れ
九
れ
h
h
寸
れ
は
守
口

m
f

日
一
れ
が
お
い
れ
い
れ
寵
ヱ

i

f

寸
際
的
刷
、
道
路
‘
数
本
お
よ
び
土
鳩
ぱ
剣
期
間
世
帯
環
境
を
山
問
え
る
た
め
め
モ
デ
ル

j
u
L
ス

の

向

上

を

め

容

し

た

も

の

で

す

む

核

燃

が

似

内

問

機

後

部

期

生

地

設

日

常

備

な

ど

品

開

内

側

郎

同

情

内

総

計

…

開

業

定

事

業

を

は

ヒ

的

、

機
脇
山
闘
で
は
、
教
育
愛
が
依
然
と
し
て
ト
ッ
プ
(
二
十
一
‘
九
%
)
で
、
土
木
に
訴
訟
凡
を
相
変
革
し
た
。
間
観
ゑ
公
絞
殺
来
事
業
、
ゆ
出
資
者
モ
一
一
タ

愛
〈
一
一

0
・
五
%
)
押
民
生
賛
(
十
T

子
O
W
M
)

と

続

い

て

い

ま

す

。

手

糞

沼

争

ヒ

特

別

会

計

1

設

山

町

一

妻

、

お

け

ん

認

明

推
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